
山
口
県
美
術
展
覧
会
実
施
協
議
会

審査結果の
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される方は、

52円切手を

お貼り下さい



河﨑晃一（かわさき・こういち）

１９５２年生まれ。美術家、フリーキュレーター。芦屋市立美術博物館学芸課長、兵庫県立美術館館長補

佐を経て、現在、甲南女子大学文学部教授。「吉原治良」展（芦屋市立美術博物館１９９２年）をはじめ「具

体美術」の紹介に努める。アメリカテキサス州ダラス美術館での「アクションと未知の間で―白髪一雄

と元永定正」展（２０１５年２月８日〜７月１９日）を企画。自身も植物染色による布を素材とした作品を制作。

山口県美術展覧会の審査は３回目。

佐藤時啓（さとう・ときひろ）

１９５７年生まれ。写真家／美術家。東京藝術大学美術学部教授。長時間露光の写真作品およびピンホー

ル写真の作品を制作する。「光のキャラバン」（埼玉県立近代美術館２００４年）、「Photo-Respiration：

Tokihiro Sato Photographic」（シカゴ美術館２００５年）、「佐藤時啓　光―呼吸　そこにいる、そこに

いない」（東京都写真美術館２０１４年）他、個展多数。２００４年、２００５年に山口情報芸術センターで作

品を展示。第２０回現代日本彫刻展（宇部市野外彫刻美術館２００３年）にて宇部興産株式会社賞受賞。

山口県美術展覧会の審査は２回目。

水沢勉（みずさわ・つとむ）

１９５２年生まれ。美術評論家。神奈川県立近代美術館学芸員を経て、現在、同館館長。キュレーターと

して「萬鉄五郎」（１９８５年）、「ケーテ・コルヴィッツ」（１９９２年）、「李禹煥」（１９９３年）、「アジアのモダ

ニズム」（１９９５年）、「モボ・モガ」（１９９８年）、「新世紀へのメッセージ―イスラエルの近代」（２００１年）

などを組織。コミッショナーとして第６回バングラデシュ・アジア美術ビエンナーレ（１９９３年）、第２６

回サンパウロ・ビエンナーレ（２００４年）などに参加。横浜トリエンナーレ２００８「タイムクレヴァス」

総合ディレクター。２０１１年から「ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）」の審査員を務める。山口県

美術展覧会の審査は２回目。

山口県美術展覧会実施協議会
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